
ハイブリッド給湯機“ECO ONE”のDRの活用と脱炭素への展望
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本日の内容

１．リンナイの強み・特徴

２．リンナイのカーボンニュートラル政策

３．ハイブリッド給湯機（ECO ONE）の特徴、強み

４．DRreadyへの対応に向けて

５．研究事例紹介

６．エナリス社との取り組み
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リンナイの強み・特徴

燃焼技術の革新
熱利用で生活を豊かに

電子技術の導入
高度安全化を実現

環境技術の革新
地球に優しい暮らしを実現

強制対流式オーブン

加圧式
石油ガスコンロ

温水暖房
システム

コンロ兼用グリル付
ガステーブルコンロ

シュバンク式
ガス赤外線ストーブ

鍋底温度センサー搭載
テーブルコンロ

ソーラー給湯システム
（ガス給湯器＋ソーラー）

最高級ビルトインコンロ

1950 1970 1990 2010

源流は石油機器から

シュバンク社との提携

お湯の分野への挑戦

システム商品への拡大

総合熱エネルギー
機器メーカーとしての挑戦

技術の変遷

コンパクト型
ガス給湯器

創業1920

小型湯沸器

｢厨房のリンナイ｣

食器洗い乾燥機

レンジフード浴室テレビ

高効率給湯器
エコジョーズ

ハイブリッド給湯･暖房システム
（ガス給湯器＋ヒートポンプ）

時短ニーズへの対応
ラク家事商品の展開

グローバルブランドへ向けて
リンナイブランドロゴを一新

衣類乾燥機

IoT・アプリ連携

健全で心地よい
暮らし方の創造

社会の変化に対応し、快適な暮らしへ
挑戦し続けた歴史

■リンナイの商品と技術の変遷
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主要商品分野

生産国：日本・韓国・中国・台湾・ブラジル・タイ
オーストラリア・ニュージーランド

生産国：日本・韓国・中国・台湾・インドネシア

ベトナム・タイ

生産国：日本・ニュージーランド

生産国：日本・韓国・タイ・オーストラリア

給
湯
商
品

空
調
商
品

厨
房
商
品

業
務
用
商
品
・そ
の
他

ガスを中心としつつも電気や多様な熱源の機器を開発
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商品紹介：マイクロバブルバスユニット(健康・快適)
健康で快適なワンランク上の入浴をご家庭で

別体型マイクロバブルバスユニット

マイクロバブルバス入浴は、温浴効果、洗浄効果、保湿効果、
リラックス効果、ワクワク感動など健康や快適に関わる様々な
効果があります

マイクロバブル内蔵エコジョーズ

マイクロバブルを内蔵し

設置性を向上した

ふろ給湯器

エコワン、給暖、

ふろ給湯器に

幅広く対応

https://rinnai.jp/products/bathroom/micro_bubble/mb_point

https://rinnai.jp/products/bathroom/micro_bubble/mb_point


商品紹介：ウルトラファインバブル給湯器

©Rinnai Corporation

■ 業界初 給湯器から家中にウルトラファインバブル＊

希望小売価格（税抜）

・ガス給湯暖房用熱源機 49.0万円～

・ガスふろ給湯器 42.8万円～

・ガス給湯器 20.9万円～

 ウルトラファインバブル発生装置を搭載

- 給湯器（エコジョーズ）にウルトラファインバブル発生装置を搭載

- 家中にウルトラファインバブル入りのお湯を送る

- 給湯器の取替えで工事が完了。大掛かりな水道配管工事が不要

 水まわりの掃除負担を軽減

- ウルトラファインバブル給湯器の洗浄効果を検証し、

- さら湯と比較して水まわりの汚れが付きにくくなることを確認

 Air Bubble Technology

- ファインバブル活用に関する長年の研究を重ねて、

- 微細な泡を水に溶け込ませる技術を開発

＊「ウルトラファインバブル」は一般社団法人ファインバブル産業会の登録商標
7

https://rinnai.jp/products/waterheater/gas/feature/airbubble/

https://rinnai.jp/products/waterheater/gas/feature/airbubble/
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商品紹介：ガス衣類乾燥機 乾太くん

社会
課題

共働き家庭の増加
家事時短/夜洗濯のニーズ

家事の時短化 電気式の約１／３で乾燥

清 潔 乾 燥 天日干しと同様の除菌効果を
持ちながら、室内で干した
ときの嫌なニオイもカット

Q.あなたのご家庭では、洗濯をする時間帯はいつが多いですか？
 あてはまるものを全てお選びください。 (複数回答)

熱と暮らし通信「洗濯」に関する意識調査(2019年5月21日)より

花粉、PM2.5対策での部屋干しニーズ

共働きは
夜洗濯

https://rinnai.jp/products/laundry_dryer/

https://rinnai.jp/products/laundry_dryer/
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RIM 2050の発表
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■カーボンニュートラルに向けた企業方針「RIM 2050」を発表（2021.11）

『RIM 2050』 ：Rinnai Innovation Manifesto 2050 
https://www.rinnai.co.jp/ir/document/pdf/202109cn.pdf
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https://www.rinnai.co.jp/ir/document/pdf/202109cn.pdf


RIM 2050の発表
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■2030年（低炭素）に向けた施策例

『RIM 2050』 ：Rinnai Innovation Manifesto 2050 
11
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RIM 2050の発表

■2050年（脱炭素）に向けた施策例
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・水素燃焼による調理機器を共同開発
(トヨタ自動車との共同)

・各地の実証実験を通じ 水素調理の安全性や
効率的な燃焼方法、食材に与える味や風味など
へ の効果を科学的に検証

水素調理機器を共同開発中

・北九州水素タウンにおいて国内初の水素
燃焼給湯器の実証試験に着手(岩谷産業・北九州市他)

・2009 年からパイプラインによる水素利活用の
実証実績のある当フィールドにおいて、実使用に

  近い環境下での実証試験を開始

当フィールドでの各種実証事業(北九州市HPより)
当社水素給湯器
(コンセプトモデル)

RIM 2050の発表

2 水素調理機器1 北九州水素タウンでの実証事業

©Rinnai Corporation



RIM 2050の発表

©Rinnai Corporation

■リンナイの商品開発ロードマップ

『RIM 2050』 ：Rinnai Innovation Manifesto 2050 
14
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ハイブリッド給湯機とは

出典）第3回DRready 勉強会資料より抜粋

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/dr_ready/pdf/003_07_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/dr_ready/pdf/003_07_00.pdf
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160Lハイブリッド給湯機 （ECO ONE ）

給湯一次エネルギー消費量を大幅に削減

給湯一次エネルギー消費量 (GJ/年)

社会
課題 気候変動(地球温暖化防止)

家庭で使用されるエネルギーの
約3割が給湯

エ コ ワ ン

家庭の用途別
エネルギー消費割合

（2020年）

給湯
27%

暖房
25%

厨房
10%

冷房
3%

動力・照明他
34%

出典：資源エネルギー庁（エネルギー白書2022）
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ハイブリッド給湯機とは -1日の動き-
出典）第3回DRready 勉強会資料より抜粋
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ハイブリッド給湯機が省エネである理由

質（沸上げ温度）の最適化 量（沸上げ量）の最適化

ガスがあるからこそ、ヒートポンプの省エネ性能を最大限まで引き出せる

お湯の沸かし上げ温度が低いほど
ヒートポンプの効率は高くなる

1日に使い切るちょうどの湯量を狙って
タンクに貯めるため、放熱ロスが少ない

質と量の両面から、省エネの最大化を実現

ガスのバックアップがあるから
使い切るギリギリの貯湯量を狙える

ガスのバックアップがあるから
ヒートポンプが
最適な効率を出せる

湯 水

※中間期条件：外気温（DB/WB）16℃/12℃、水温17℃・R32冷媒にてリンナイ測定

冷媒：R32
外気温（DB/WB）16℃/12℃、水温17℃

昼～夕方に
満タンに
沸かす

夜寝る前に
タンクの中は
水になる

お湯が
無くなったら
ガスで
バックアップ

出典）第3回DRready 勉強会資料より抜粋

19



©Rinnai Corporation

考慮すべき需要特性

出典）第43回省エネルギー小委員会資料より抜粋

20

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shoene_shinene/sho_energy/pdf/043_02_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shoene_shinene/sho_energy/pdf/043_02_00.pdf


人口・生産年齢人口の推移と世帯構成の変化

©Rinnai Corporation

出典）第65回住宅宅地分科会資料6より抜粋

https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001903259.pdf
出典）第58回住宅宅地分科会資料4より抜粋

https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001840528.pdf

21

https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001903259.pdf
https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001840528.pdf


考慮すべき需要特性
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4人世帯

3人世帯
2人世帯

4人世帯

3人世帯

2人世帯

【算出条件】
住宅に関する省エネルギー基準に準拠したプログラム
（Ver.3.8.0）より
世帯ごとの節湯補正給湯熱負荷と一次エネルギー消費量
から一次エネルギー効率を算出

（ハイブリッド）160L
（エコキュート）JIS効率3.3
（エコジョーズ）モード熱効率92.5％

エコキュート：JIS効率3.3

エコジョーズ：モード熱効率92.5％

ハイブリッド：160L

22
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DRready勉強会

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/dr_ready/index.html

出典）第6回DRready 勉強会資料より抜粋

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/dr_ready/index.html
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DR ready要件（案）

出典）第6回DRready 勉強会資料より抜粋

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/dr_ready/pdf/006_04_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/dr_ready/pdf/006_04_00.pdf
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外部制御機能を活用した連携イメージ（機器メーカサーバー及びHEMS）

出典）第6回DRready 勉強会資料より抜粋
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ＤＲ可能量のイメージ

出典）第6回DRready 勉強会資料より抜粋
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ハイブリッド給湯機のポテンシャル

出典）第3回DRready 勉強会資料より抜粋
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今後のスケジュール

出典）第6回DRready 勉強会資料より抜粋



新築：一戸建て以外の対応
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出典）第65回住宅宅地分科会資料6より抜粋

年度 住宅
着工件数
（万戸）

一戸建

（万戸）

一戸建
比率
（％）

令和6 81.6 35.1 43

一戸建：43％ 35.1万戸

一戸建以外（長屋建、共同住宅）
 ：57％ 46.5万戸
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ストック：一戸建て以外の対応

（参考資料）
環境省 令和５年住宅・土地統計調査 住宅及び世帯に関する基本集計（確報集計）結果
 令和4年度 <第2-5表>基本項目（世帯、住宅、機器使用状況等）別-機器の種類（給湯器・給湯システム、コンロ)

2497万戸

（2023年時点）

共同住宅戸建て

2932万戸

（2023年時点）

ガス：電気＝7：3 ガス：電気＝9：1

・エコキュートの普及率は現在15～20％（1000万台）今後2040年再生可能エネルギー比率の40％
目標に向け、戸建の電化率は高まる見込み。
 一方で、設置スペースや機器重量の制約から、集合住宅の電化は今後も進みにくい。

電化

880万台
電化

250万台

31



給湯器のDRready化に向けた課題

©Rinnai Corporation

2050年度：家庭用ストック台数 3651.1万台
2050年：世帯数 5261万世帯（←第58回住宅宅地分科会資料4より）

約1600万戸には導入できない？

https://www.fepc.or.jp/pr/news/oshirase/__icsFiles/afieldfile/2024/07/19/press_20240719.pdf

1600万戸

（2050年時点）

集合住宅 給湯器HB化

20XX年 50％を目指す

32

https://www.fepc.or.jp/pr/news/oshirase/__icsFiles/afieldfile/2024/07/19/press_20240719.pdf


一戸建て以外の対応（狭小地）

https://rinnai.jp/ecoone/x5/

©Rinnai Corporation 33

70Lハイブリッド給湯機 ECO ONE X5

https://rinnai.jp/ecoone/x5/


一戸建て以外の対応（集合住宅）

©Rinnai Corporation 34

https://www.rinnai.co.jp/releases/2023/0116/バルコニーに設置 PS内に設置

ECO ONE X5集合住宅専用モデル

https://www.rinnai.co.jp/releases/2023/0116/
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研究事例の紹介

©Rinnai Corporation

北海道における暖房のヒートポンプを用いたDR（デマンド・レスポンス）に関する検証
（2021年4月～2022年3月）

暖房

57％給湯

25％

家電他

20％

厨房3％

論文発表
（エネルギー資源学会）

北海道では
暖房需要が高い

ハイブリッド暖房
モデル

項目
北海道
統計値

単位
ポテンシャル

ポテンシャル
（MW）

EV
2,618

台
5kW/台 13

家庭用（住宅用）
蓄電池

22,967
台

4.4kW/台 101

暖房設備
2,617,557

世帯
1.0kW/世帯（台） 2,618

エコキュート
81,100
世帯

1kW/世帯（台） 81

電気温水器
293,636

世帯
3kW/世帯（台） 881

◆北海道内の低圧DRポテンシャル推計値

（参考資料）
北海道経済産業局
令和5年度 北海道における多様な分野での水素等の需要の創出に向けた調査等事業報告書 より抜粋

◆共同研究者

エネルギー・資源学会
第13回茅賞を受賞

36



研究事例の紹介

©Rinnai Corporation

東北エリアにおける検証：エコワンの制御と実用性能に関する研究
（2016年～2019年3月）

・2017年：100Lハイブリッドの検証
・2018年：160Lハイブリッドの検証

1年間の実測データ（新潟、盛岡、仙台）
「通常モード」「時間帯別モード」の比較

・時間帯別契約の方が 10％程度 おトク でした
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３．ハイブリッド給湯機（ECO ONE）の特徴、強み

４．DRreadyへの対応に向けて

５．研究事例紹介
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エナリス様との取り組み

©Rinnai Corporation

社内でモニター募集

エナリス様と共同でエントリー

2025.2.3 ニュースリリース

39



DRを通じて繋がる未来

安心・安全 地球環境 仲間づくり

リンナイはカーボンニュートラル実現に向け挑戦を続けます
40



ご清聴ありがとうございました
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